
越境する沖縄研究と資料Ⅱ
－「阪巻・宝玲文庫」のデジタル化プロジェクトを通して－

琉球大学附属図書館

冨田千夏



本日のトピック

 １．2013年EAJRSパリ会議後の琉球大学附属図書館の取組

 ２．阪巻・宝玲文庫の翻刻作業

 ３．利用促進の為の取組 職員コラム「きじむんのどぅーちゅ

いむにー」

 ４．さいごに
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1-1.２０１３年EAJRSパリ会議

 琉球処分(廃藩置県)以降の琉球・沖縄関係の資料を取り

巻く状況、1950年の開学以降の琉球大学の取組を紹介。

 琉球大学附属図書館が公開している、三つのデータベー

スの紹介

・・等
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1-2. 前回会議後の取組

 １．翻刻作業における凡例や作業スタッフについて掲載

 ２．英語版サイトの構築

 ３．スマートフォン・タブレットに対応
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http://manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/d-archive/index/en

http://manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/d-archive/s/

英語版サイトの構築 スマートフォン・タブレット対応
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2-1．阪巻・宝玲文庫の翻刻作業

 ２０１４年９月以降、阪巻・宝玲文庫のデジタル公開開始

 ２０１５年度は翻刻作業が中心

 現在３名の非常勤職員が中心となって作業中

→ 資料整理や翻刻、史資料の編纂について経験がある者

 １回の翻刻作業＋３回の校正作業（コマ数が少ない場合は回数を
減らす場合もある）

→ 判読できない部分は教員に相談することも

 それでも判読不能の文字がある場合は〓を入れて掲載

→ 外部の方が教えてくれるかも・・・
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2-2. 翻刻作業の１例：HW630「口上覚」

 HW630「口上覚」 ：内容は今帰仁間切（なきじんまぎり・現在
の）地方役人11名分の「勤書」

 「勤書」（つとめがき）：琉球の地方役人（じかたやくにん）の職
務経歴書・昇任申請書

 星功(勤務評定)の計算が朱書き記入されていたり、綴じに押
印がなされて入る等、当時の形式を伝える貴重な物である

 研究者との意見交換 → 思わぬ発見も
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HW630「口上覚」 10冊目 １ページ
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翻刻作業の様子

翻刻担当と英訳担当によるミーティング



３-1．利用促進の為の取組 職員コラム「きじむん
のどぅーちゅいむにー」

 きじむんとは →

 どぅーちゅいむにー → 独り言の意味

 デジタルアーカイブを始め、当館のWebコンテンツの利用促
進が目的

 沖縄資料担当の職員が執筆

 過年度のテーマ 2013年度：年中行事、2014年度：琉球大学
構内の史跡・遺跡

 2015年度：琉球・沖縄の妖怪・幽霊

→沖縄の古文献に残る、妖怪や幽霊、その他不思議な話

はいさーい！ ＆ はいたーい！
ワンネーキジムンヤイビーン！
（やあ！ ボクきじむん！）
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3-2. きじむんのどぅーちゅいむにー

 なるべく、デジタルアーカイブの画像を使うこと。

 字数は1000字前後、専門用語は避け、なるべくわかりやすい
文面を心がける

 掲示場所：当月分は附属図書館内（2015年度からUHM図書
館でも）にて掲示。１ヶ月遅れでWebにてバックナンバーも公
開中。 http://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/?p=9485

 2014年度はコラムとデジタルアーカイブ等のコンテンツの利
用方法を紹介した「沖縄資料ガイドブック」を作成。
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デジタルアーカイブの
写真をなるべく使用す
る。資料への直接リン
ク用のQRコードを作成
する場合も

全体の文字数は
1000字前後。

※内容の詰め込
みすぎに注意！

全体的なテーマに
添って、各担当が
月毎に執筆。

原文をそのまま引
用する事は避け、
わかりやすく意訳
した文を掲載する。

関連するキーワード
を記載する
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４．さいごに・・今後の展望

 現在「沖縄地域学リポジトリ」を経由してメタ・データを提供

→ 今後の共有方法の検討

 研究者・学生との協働によるデータ共有

例えば… → 研究者・学生による研究成果にリンク

 広くいろんな方に見て貰える工夫

 研究者や学生の研究支援・学習支援としてのコンテンツ作成

・・・等ができたら良いな！
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おわり

イッペー ニフェーデービタン！
（ありがとうございました！）
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